
私を「養護教諭」にしてくれるもの 
 

静岡県養護教諭研究会 副会長 鈴木 理香 

   

 「先生は、何でお医者さんじゃなく、保健室の先生になったんですか?」  

  キャリア教育の授業で 6 年生からこんな質問を受けました。そこで私は、養護教諭になろうと

思ったきっかけとして、「中学生の時、クラスにとてもおとなしい子がいて、友達になりたかっ

たけど、私は上手に話し掛けられなかった。でも、その子が「保健室の先生」とは、笑顔で話を

していて･･･。その心のつながりが衝撃的で、保健の先生って何てすてきな仕事だろう！と思った

から。」と話をしました。 

 先日、ある保護者と久しぶりに出会い、ソーシャルディスタンスを保ちながら立ち話をしまし

た。その方のお子さんには大きな病気があったので、その子が無事に学校生活を送れるように、

私も必死でその御家族に向き合った日々を懐かしく思い出しました。卒業式を終えて、親子で校

門を出ていく後ろ姿は、今でも忘れられません。 

 今まで心から辛かった事、思わず憤慨したくなる出来事、驚かされる事、など多々ありました

が、それを上回る喜びや心温まる出来事に、たくさん恵まれました。そこには、養護教諭だから

こそ味わえる体験や思いがあります。どんなに年月を経ても、忘れられないあの時の気持ち。そ

の気持ちが私の中で今もつながっているのだという思いが、「養護教諭としての私」を支えてい

るのです。そして、このコロナ禍の様々な出来事も、これからの自分の支えになっていくことを

信じています。 

今、私は、毎日下校時に子供たちを見送っています。隣に来て、今日の出来事、家の話や習い

事など、思い思いの話をして「さようなら！」と帰って行く子供たちの後ろ姿に「明日も元気に

登校してね。」と願いながら。 
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富士地区は、小学校 27 校（複数配置校２校）、中学校 16 校（複数配置校１校）、

会員数 46 名で組織されています。研修テーマを『生涯にわたり心豊かで健やかに生

きる子 ～小中一貫した健康教育で、健康意識の向上をめざす～』として、昨年度

から中学校区での研修を進めています。今年度は、コロナ禍における中学校区の子

どもの実態を把握し、「心」「生活」「メディア」「けが・病気の予防」の視点から研

修を進めることになりました。しかし、コロナ対応で全体での研修が分散型となっ

たり、講演会も中止となったりしたため、直接情報交換をする機会が減ってしまっ

ている現状があります。各班や中学校区での実践や取組を校務パソコンの共有フォ

ルダに保存したり、新たな資料作成や実践を行ったりしていく中で、各機関との連

携を取り合って、めざす子どもの姿「たくましく生き抜く力がある子」 

「健康な生活ができる子」「自他を大切にする子」を意識しながら、研修を 

深めていきます。 
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令和２年度 静岡県養護教諭研究会冬季研修会  

               開催中止のお知らせ 
 

12 月 18 日（金）に開催を予定していました冬季研修会は、新型コロナウイルス感染症感

染拡大防止および会員の皆様の健康と安全を第一に考慮し、今年度は中止とさせていただき

ます。 

 
 

会誌たちばな６３号のお知らせ 
  

今号の「知りたい・聞きたい」のコーナーは「新型コロナウイルス感染症の対応」につい

ての特集とし、編集作業を進めています。世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

より、今までに経験したことのない非常事態となり、各校では対応に苦慮されていることと

思います。そこで、感染拡大を防止するための予防対策や、校内体制、養護教諭としてどの

ように対応したか等会員の皆様の実践を掲載していきます。さらに、浜松医科大学の堀井俊

伸教授に御回答いただいた「新型コロナウイルス感染症についての Q&A」を御紹介します。

また、静岡大学の小林朋子教授には新型コロナウイルス感染症にかかわる子どもの心のケア

についての資料を御提供いただく予定です。 

なお、「新型コロナウイルス感染症についての Q&A」、資料「新型コロナウイルス感染症に

かかわる子どもの心のケアについて」は、静岡県養護教諭研究会のホームページにも掲載し

ておりますので、ぜひ御覧ください。  

小笠地区は、掛川市、菊川市、御前崎市の３市からなり、小学校 36 校、中学

校 14 校で、会員数 51 名で組織されています。「育成と連携」を努力点に掲げ、

年間３回の全体研修会と３回の班研修を開催しています。令和４年度静教研夏季

研究大会〈榛原・小笠大会〉に向けて、「自分の身体と主体的に向き合う子ども

の育成～発達段階に応じた切れ目のない健康教育～」をテーマに、今年度も研究

や実践を積み重ねていく計画でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を

受けて研修会の中止が相次ぎました。そんなコロナ禍の中ではありますが、研究

推進委員のリーダーシップのもと、各市の電子ネットワーク等を利用しながらの

話し合い、情報交換や資料作成を行い、中学校区ごとの「小中一貫  

健康教育の研修」を進めています。         

 研修会や講師招聘等が出来なくなって改めて、研修会での学び合  

いや養護教諭同士の横の繋がりの大切さを、今まで以上に痛感して  

います。 


